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懺
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本
発
表
は
、
儒
学
的
素
養
を
身
に
つ
け
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
宗
族
で
行
わ
れ
て
い
た
仏
教
式
の
祖
先
祭
祀

が
い
か
に
評
価
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
か
を
、
旧
河
内
省
青
威
県
周
舎
村
（
現
在
ハ
ノ
イ
（H

à
 N
ộ
i

）
市

フ
ウ
ホ
ア
（H

ữ
u

 H
ò
a

）
社
の
一
部
）
段
族
の
事
例
を
通
じ
て
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
八
世
紀
に
お
い
て
、

段
族
は
黎
朝
に
お
い
て
実
権
を
握
っ
て
い
た
鄭
王
に
仕
え
る
宦
官
及
び
命
婦
・
下
級
官
吏
を
通
じ
て
、
村
落
内
で

有
力
な
地
位
を
築
い
て
い
っ
た
。
一
八
世
紀
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
段
族
の
祖
先
祭
祀
儀
礼
は
宦
官
で
あ
っ
た
段
廷

金
（
第
八
代
祖
）
が
定
め
た
「
合
祀
の
礼
」
に
由
来
す
る
。
こ
の
「
合
祀
の
礼
」
は
、
四
月
一
五
日
と
七
月
一
五

日
に
行
う
懺
悔
礼
、
お
よ
び
一
二
月
三
日
に
行
う
臘
祭
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
す
べ
て
仏
教
儀
礼
に
基
づ
い
て

い
た
。
祭
祀
の
日
に
掲
げ
る
「
大
帳
」
に
は
祖
霊
の
諡
号
が
記
さ
れ
て
お
り
、
懺
悔
礼
で
の
祖
霊
供
養
に
用
い
ら



れ
て
い
た
。
一
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
生
徒
や
秀
林
局
、
課
生
と
い
っ
た
低
位
の
儒
学
者
が
登
場
す
る
よ
う
に

な
り
、
明
命
一
二
年
（
一
八
三
一
）
に
は
じ
め
て
段
仲
暄
（
第
一
一
代
祖
）
が
郷
試
に
合
格
し
た
こ
と
で
、
周
舎

村
（
さ
ら
に
青
威
県
）
を
代
表
す
る
士
大
夫
の
家
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
。
仲
暄
は
、
従
来
の
「
合
祀
の
礼
」
に
加

え
て
「
家
礼
」
に
基
づ
く
立
春
祭
や
冬
至
祭
を
設
け
た
。
ま
た
、
臘
祭
の
儀
礼
方
法
も
懺
悔
礼
か
ら
立
春
礼
に
変

更
し
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
四
月
一
五
日
の
懺
悔
礼
が
儀
式
か
ら
排
除
さ
れ
た
が
、
七
月
一
五
日
の
懺
悔
礼
の
み

は
ず
っ
と
残
さ
れ
て
い
た
。
本
発
表
で
は
、
家
譜
と
文
集
の
文
献
史
料
と
発
表
者
が
現
地
で
収
集
し
た
碑
文
・
証

言
な
ど
の
資
料
を
総
合
的
に
検
討
し
、
そ
の
変
遷
の
過
程
と
儒
学
者
の
苦
悩
、「
懺
悔
礼
」
が
存
続
し
続
け
た
理
由

に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

       



研
究
報
告
（
午
前
）〈
東
洋
〉
② 

 

〈
悲
華
経
〉
に
見
ら
れ
る
菩
薩
に
よ
る
仏
国
土
の
選
択 

 

龍
谷
大
学 

壬
生 

泰
紀  

 

〈
悲
華
経
〉
は
四
世
紀
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
大
乗
経
典
で
あ
り
、
全
六
章
（
梵
文
）
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
第
三
章
以
降
で
は
、
釈
迦
如
来
の
本
生
譚
や
八
〇
年
の
生
涯
を
軸
に
物
語
が
進
ん
で
い
く
た
め
、
仏

伝
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
核
を
な
す
第
四
章
で
は
、
阿
弥
陀
、
観
世
音
、
得
大
勢
、
文
殊
師

利
、
普
賢
、
阿
閦
と
い
っ
た
著
名
な
仏
・
菩
薩
の
浄
土
思
想
に
言
及
し
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
穢
土
で
あ
る
娑

婆
世
界
で
成
仏
し
、
衆
生
救
済
を
決
意
す
る
宝
海
梵
志
（
釈
尊
の
本
生
）
を
「
大
悲
を
も
つ
も
の
」
と
し
て
称

讃
し
、
釈
迦
を
諸
仏
中
最
上
の
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
か
ら
本
経
典
は
浄
土
経
典

と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
経
典
と
も
い
え
る
。 

 

さ
て
、
第
三
章
に
お
い
て
は
、
釈
迦
の
本
生
で
あ
る
宝
海
梵
志
、
な
ら
び
に
阿
弥
陀
、
観
世
音
、
得
大
勢
の

本
生
で
あ
る
王
や
王
子
た
ち
が
、
将
来
建
立
す
る
仏
国
土
を
選
択
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

宝
海
梵
志
は
穢
土
を
、
王
や
王
子
た
ち
は
浄
土
を
選
択
す
る
構
図
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
選
択
に
至



る
過
程
に
つ
い
て
も
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
管
見
の
限
り
、
先
行
す
る
浄
土
経
典

に
は
見
ら
れ
ず
、
菩
薩
が
仏
国
土
を
い
か
に
選
択
す
る
の
か
を
明
か
す
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。 

 
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、〈
悲
華
経
〉
第
三
章
に
み
ら
れ
る
菩
薩
た
ち
の
仏
国
土
の
選
択
に
注
目
し
、
こ
れ
ま
で

浄
土
経
典
で
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
「
菩
薩
が
仏
国
土
を
選
択
し
、
自
身
の
世
界
を
建
立
す
る
過
程
」
の
一
つ
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
提
示
し
た
い
。 
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五
代
十
国
期
は
、
林
立
し
た
諸
政
権
の
多
く
に
お
い
て
、
仏
教
が
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の

中
で
、
異
色
な
の
が
後
周
（
九
五
一
～
九
六
〇
）
で
あ
る
。
こ
の
王
朝
は
、
所
謂
「
三
武
一
宗
の
法
難
」
の
最
後

の
「
一
宗
」、
す
な
わ
ち
世
宗
柴
栄
（
在
位
：
九
五
四
～
九
五
九
。
以
下
、
呼
称
は
柴
栄
に
統
一
す
る
）
に
よ
る
「
廃

仏
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。 

 

た
だ
し
柴
栄
の
「
廃
仏
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
前
の
「
三
武
」（
北
魏
の
太
武
帝
、
北
周
の
武
帝
、
唐
の
武
宗
）

と
の
相
違
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
三
武
の
場
合
、
外
来
宗
教
で
あ
る
仏
教
に
対
す
る
排
斥
が
意
図
さ
れ
て
お
り
、

儒
教
や
道
教
か
ら
仏
教
に
向
け
た
攻
撃
が
顕
著
に
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
柴
栄
の
背
後
に
は
儒
教
や
道
教
側

の
働
き
か
け
が
殆
ど
確
認
で
き
ず
、
む
し
ろ
仏
教
界
の
整
理
や
管
理
強
化
、
或
い
は
経
済
政
策
の
面
が
強
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
柴
栄
の
仏
教
政
策
は
「
国
家
と
し
て
の
仏
教
管
理
政
策
の
厳
正
化
」
で
あ
っ
て
「
廃
仏
」
と
は
見
做



せ
な
い
、
と
の
立
場
が
現
在
の
主
流
で
あ
る
。 

確
か
に
後
周
が
行
っ
た
仏
教
政
策
は
、
先
行
す
る
五
代
諸
王
朝
に
お
い
て
も
類
例
が
あ
り
、
こ
と
さ
ら
「
廃
仏
」

と
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
史
料
や
先
行
研
究
を
精
査
す
る
と
、
同
時
代
の

諸
政
権
と
後
周
と
の
決
定
的
な
相
違
点
と
し
て
、
仏
像
に
対
す
る
毀
損
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
し
か

も
そ
の
思
想
的
背
景
を
探
る
と
、
儒
教
で
も
道
教
で
も
な
く
仏
教
そ
の
も
の
、
就
中
、
唐
代
禅
宗
の
影
響
が
窺
わ

れ
る
。 

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
ま
ず
仏
教
と
五
代
十
国
諸
政
権
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
仏
教
的
観
点
か
ら
見
た
後
周
の

立
ち
位
置
を
確
認
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
後
周
政
権
と
繋
が
り
を
持
っ
た
僧
侶
を
三
人
取
り
上
げ
て
そ
の
特
徴
を

分
析
し
、
唐
代
禅
宗
の
仏
像
観
が
柴
栄
と
結
び
付
く
様
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
以
上
の
作
業
に
よ
っ
て
、
後
周

の
「
廃
仏
」
に
、
禅
宗
史
と
い
う
全
く
新
し
い
方
向
か
ら
光
を
当
て
、
そ
の
歴
史
的
位
置
付
け
を
見
直
す
こ
と
が

出
来
る
で
あ
ろ
う
。 
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絶
海
中
津
（
一
三
三
四-
一
四
〇
五
）
は
臨
済
宗
夢
窓
派
（
開
祖
は
夢
窓
疎
石
、
一
二
七
五-

一
三
五
一
）
の
禅
僧

で
、
別
号
を
蕉
堅
道
人
と
い
う
。
彼
が
洪
武
元
年
（
一
三
六
八
）
に
明
朝
へ
留
学
し
た
事
蹟
は
広
く
認
め
ら
れ
て

い
る
事
実
で
あ
る
。
明
朝
滞
在
中
、
絶
海
は
季
潭
宗
泐
（
一
三
一
八-

一
三
九
一
）
と
親
密
な
交
流
を
持
ち
、
洪
武

九
年
（
一
三
七
六
）
に
は
明
太
祖
（
朱
元
璋
、
一
三
六
八-

一
三
九
八
在
位
）
に
よ
り
当
時
の
国
都
で
あ
る
南
京
の

「
英
武
楼
」
に
招
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
絶
海
は
五
山
禅
僧
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
り
、
特
に
皇
帝
と
も
直
接
的

な
交
流
を
持
っ
た
。
そ
の
た
め
、
在
明
期
間
中
の
活
動
を
比
較
的
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
の
五
山

禅
僧
の
明
朝
に
お
け
る
活
動
の
一
端
を
絶
海
か
ら
窺
い
う
る
と
い
う
点
は
重
要
で
あ
る
。 

絶
海
に
は
『
仏
智
広
照
浄
印
翊
聖
国
師
年
譜
』
お
よ
び
『
勝
定
国
師
年
譜
』
二
種
の
年
譜
が
存
在
す
る
も
の
の
、

在
明
中
の
活
動
に
つ
い
て
の
記
載
は
極
め
て
少
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
行
跡
と
交
流
を
探
る
に
は
、
彼
の
詩
文
集

『
蕉
堅
藁
』
に
よ
っ
て
補
う
必
要
が
あ
る
。『
蕉
堅
藁
』
に
は
、
絶
海
が
明
朝
滞
在
中
お
よ
び
帰
国
後
に
書
い
た
詩



が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
思
想
や
交
友
関
係
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
言
え
る
。『
蕉
堅
藁
』
は
五
山

文
学
史
上
、
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
義
堂
周
信
（
一
三
二
五-

一
三
八
八
）
の
『
空
華
集
』
と
と
も
に
五

山
文
学
の
双
璧
と
称
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
蕉
堅
藁
』
の
訳
本
と
し
て
は
、
①
入
矢
義
高
『
五
山
文
学
集
』
岩
波

書
店
、
一
九
九
〇
年
、
②
梶
谷
宗
忍
『
蕉
堅
藁
・
年
譜
』
相
国
寺
、
一
九
七
五
年
、
③
蔭
木
英
雄
『
蕉
堅
藁
全
注
』

清
文
堂
、
一
九
九
八
年
な
ど
が
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
入
矢
氏
に
よ
る
『
五
山
文
学
集
』
を
底
本
と
し
て
利
用
す

る
。 絶

海
中
津
の
在
明
時
期
の
軌
跡
に
関
す
る
研
究
は
、
彼
が
五
山
禅
僧
と
し
て
ど
の
よ
う
に
明
朝
の
仏
教
界
で
活

動
し
、
思
想
や
文
学
を
発
展
さ
せ
た
の
か
を
解
明
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
、
宗
泐
と
の
親
交
や
明
太
祖

と
の
接
触
は
、
彼
の
思
想
形
成
に
お
け
る
重
要
な
転
機
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
日
明
交
流
の
具
体
的
な
実
態
を
示
す

貴
重
な
事
例
で
あ
る
。
絶
海
が
明
朝
滞
在
中
に
詠
ん
だ
詩
文
は
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
明
代
仏
教
か
ら
影
響
を
受
け
、

そ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
り
再
解
釈
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
絶
海
の
軌
跡

を
考
察
す
る
こ
と
は
、
彼
の
思
想
的
・
文
学
的
貢
献
の
再
評
価
の
み
な
ら
ず
、
日
明
の
仏
教
的
交
流
の
本
質
を
よ

り
深
く
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
視
点
を
提
示
す
る
。 

本
研
究
は
、『
蕉
堅
藁
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
詩
、
彼
の
弟
子
が
編
纂
し
た
『
仏
智
広
照
浄
印
翊
聖
国
師
年
譜
』

お
よ
び
『
勝
定
国
師
年
譜
』
な
ど
を
通
し
て
、
絶
海
中
津
の
明
朝
滞
在
中
の
軌
跡
を
明
ら
か
に
し
よ
う
す
る
も
の

で
あ
る
。 

 



研
究
報
告
（
午
前
）〈
日
本
〉
② 

 

諸
国
講
読
師
任
用
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
考
察 

 

大
阪
公
立
大
学
大
学
院 

中
納 

雅
司 

 
 

日
本
の
古
代
国
家
は
、
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
以
来
令
制
国
単
位
に
地
方
僧
官
（
国
師
）
を
派
遣
し
て
い

た
。
国
師
は
延
暦
一
四
年
（
七
九
五
）
に
講
師
と
改
称
さ
れ
、
天
長
二
年
（
八
二
五
）
に
は
読
師
が
設
置
さ

れ
、
諸
国
講
読
師
制
度
が
確
立
す
る
。 

彼
ら
は
令
制
国
単
位
で
の
僧
侶
の
教
導
や
寺
院
資
財
の
管
理
等
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
地
方
仏
教
政
策

を
中
心
的
に
担
う
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
出
身
母
体
は
中
央
諸
大
寺
で
育
成
さ
れ
た
学
僧
で
あ
る

以
上
、
任
用
制
度
は
中
央
で
育
成
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
僧
を
選
抜
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
よ
っ
て
、
地
方
僧

官
、
特
に
関
連
史
料
が
比
較
的
豊
富
に
あ
る
諸
国
講
読
師
の
任
用
制
度
を
分
析
す
れ
ば
、
中
央
の
仏
教
政
策
と

地
方
で
の
仏
教
政
策
の
相
互
関
係
を
分
析
し
得
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
日
本
の
古
代
国
家
の
仏
教
政
策
の
特
徴

を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。 

し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
部
分
的
に
任
用
制
度
が
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
延
喜
式
や
類
聚
三
代
格
等
の
法
制

史
料
に
関
す
る
具
体
的
な
分
析
は
不
十
分
で
あ
る
。
加
え
て
、
諸
国
講
読
師
の
任
用
制
度
の
中
心
で
あ
る
階
業



（
試
業
、
複
試
、
立
義
、
夏
講
、
供
講
）
に
つ
い
て
も
定
説
が
な
く
、
論
者
に
よ
っ
て
理
解
に
差
が
あ
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
延
喜
式
や
類
聚
三
代
格
等
の
法
制
史
料
に
見
え
る
諸
国
講
読
師
の
任
用
制
度

を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。 

第
一
章
で
は
延
喜
式
に
み
え
る
諸
国
講
読
師
任
用
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
外
の
史
料
も
踏
ま
え
な
が
ら
基
礎

的
事
項
を
確
認
す
る
。
具
体
的
に
は
僧
綱
・
玄
蕃
寮
・
治
部
省
の
関
わ
り
や
国
分
寺
安
居
に
関
す
る
規
定
に
注

目
す
る
。 

第
二
章
で
は
、
階
業
（
試
業
、
複
試
、
立
義
、
夏
講
、
供
講
）
に
つ
い
て
、
類
聚
三
代
格
等
の
法
制
史
料
を

分
析
す
る
。
そ
し
て
、
階
業
が
国
分
寺
安
居
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
を
確
認
す
る 

第
三
章
で
は
、
九
世
紀
に
お
け
る
諸
国
講
読
師
任
用
制
度
の
展
開
過
程
を
分
析
す
る
。
具
体
的
に
は
出
身
の

諸
大
寺
間
で
の
諸
国
講
読
師
職
の
得
分
化
と
僧
綱
・
玄
蕃
寮
・
治
部
省
の
関
わ
り
に
注
目
す
る
。 

以
上
よ
り
、
諸
国
講
読
師
制
度
の
特
質
（
第
一
・
二
章
）
と
展
開
（
第
三
章
）
を
分
析
す
る
こ
と
で
日
本
古

代
に
お
け
る
仏
教
政
策
の
特
徴
に
つ
い
て
聊
か
考
え
て
み
た
い
。 

 
 



研
究
報
告
（
午
前
）〈
日
本
〉
③ 

 

演
説
か
ら
講
演
へ 

―

近
代
に
お
け
る
仏
教
研
究
と
博
士
号
に
着
目
し
て―

 

 
 

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所 

武
井 

謙
悟  

明
治
期
に
、「
多
く
の
人
の
前
で
自
分
の
主
義
、
主
張
や
意
見
を
述
べ
る
こ
と
」
を
意
味
す
るsp

e
e
ch

の
翻

訳
語
と
し
て
「
演
説
」
が
用
い
ら
れ
た
。
演
説
は
自
由
民
権
運
動
な
ど
で
行
わ
れ
、
仏
教
界
で
も
「
仏
教
演

説
」
と
し
て
各
地
で
実
施
さ
れ
た
。
仏
教
演
説
に
関
す
る
研
究
で
は
、『
明
教
新
誌
』
や
『
仏
教
演
説
集
誌
』
に

お
け
る
演
説
内
容
の
掲
載
や
演
説
指
南
書
の
刊
行
か
ら
明
治
一
〇
～
二
〇
年
代
に
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
点
な

ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。 

こ
の
仏
教
演
説
に
対
し
て
、『
通
俗
仏
教
新
聞
』
の
主
筆
・
高
田
道
見
は
興
味
深
い
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
一

九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
四
月
八
日
、
大
日
本
仏
教
青
年
会
主
催
の
降
誕
会
に
際
し
、
井
上
円
了
・
村
上
専

精
・
井
上
哲
次
郎
の
博
士
三
名
を
含
む
六
名
の
演
説
会
が
実
施
さ
れ
た
。
博
士
の
う
ち
、
寺
院
出
身
で
あ
る
井

上
円
了
・
村
上
専
精
は
釈
迦
に
対
し
て
尊
敬
の
態
度
を
持
っ
て
お
り
「
仏
飯
を
喫
し
た
人
だ
け
に
、
聴
衆
を
感

動
さ
せ
た
」
一
方
で
、
井
上
哲
次
郎
は
「
仏
前
に
一
礼
し
な
い
」
態
度
が
不
評
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
彼



の
『
釈
迦
牟
尼
伝
』（
文
明
堂
、
一
九
〇
二
）
は
売
れ
行
き
が
よ
く
、
高
田
は
「
博
士
崇
拝
の
世
の
中
」
と
評
し

て
い
る
。 

こ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
「
博
士
」
は
、
一
定
水
準
の
学
問
を
修
め
た
人
物
に
対
し
文
部
省
が
授
与
す
る
資

格
で
あ
り
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
の
学
位
令
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
。
仏
教
関
係
者
で
は
一
八
八
八
（
明

治
二
一
）
年
六
月
七
日
に
南
条
文
雄
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
六
月
八
日
に
井
上
円
了
が
文
学
博
士
を
授

与
さ
れ
て
い
る
。 

本
発
表
は
、
博
士
号
に
関
す
る
法
令
、
仏
教
に
関
係
す
る
博
士
号
取
得
者
を
整
理
し
た
上
で
、
博
士
と
仏
教

の
関
係
を
考
察
す
る
。
と
く
に
都
市
や
地
方
で
仏
教
に
関
す
る
話
を
す
る
際
に
博
士
が
招
待
さ
れ
、「
講
演
」
の

言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
っ
た
点
に
着
目
す
る
。 

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
博
士
は
学
問
の
形
成
や
学
派
と
い
っ
た
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
本
発
表
で
は
現

代
の
「
市
民
講
座
」
に
も
つ
な
が
る
「
多
く
の
人
に
向
か
っ
て
仏
教
に
つ
い
て
話
す
こ
と
」
が
、
仏
教
者
の
演

説
か
ら
学
者
の
講
演
に
変
遷
し
て
い
く
過
程
を
博
士
と
の
関
連
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。 

 
 



研
究
報
告
（
午
後
）〈
合
同
〉
① 

 

真
言
宗
の
法
会
と
行
列 

 

種
智
院
大
学 

西 

弥
生 

 
 

 

行
列
に
関
し
て
は
特
に
近
世
史
の
分
野
に
お
い
て
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
お
り
、
大
名
行
列
や
朝
鮮
通
信

使
・
琉
球
国
王
の
使
節
の
行
列
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
行
列
、
都
市
祭
礼
行
列
な
ど
が
注
目
さ
れ
、
し
ば
し
ば
展

示
な
ど
も
行
わ
れ
て
き
た
が
、
仏
教
の
行
道
は
寺
院
境
内
の
外
に
出
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
り
研
究
対
象
か
ら
外

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
仏
教
に
基
づ
く
修
行
や
法
会
に
お
い
て
も
様
々
な
行
道
・
行
列
が
行
わ
れ
て
き

た
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
行
列
研
究
の
対
象
に
含
め
る
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
こ
で
本
報
告

で
は
、
一
例
と
し
て
真
言
宗
の
中
核
的
寺
院
で
あ
る
東
寺
が
行
道
・
行
列
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
社
会
と
関
わ

り
を
も
ち
、
存
続
と
発
展
を
図
っ
て
き
た
の
か
を
考
察
す
る
。 

 

第
一
章
で
は
、『
日
本
霊
異
記
』
や
『
栄
花
物
語
』
と
い
っ
た
説
話
や
物
語
の
中
に
語
ら
れ
る
行
道
の
事
例
に
注

目
し
、
観
衆
に
見
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
た
行
道
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
こ
と
を
概
観
す
る
。

ま
た
、
真
言
宗
の
行
列
研
究
は
こ
れ
ま
で
体
系
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
歴
史
学
や
美
術
史
の
分
野
に
お
け
る
先
行

研
究
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
。 



 

第
二
章
で
は
、
絵
巻
に
描
か
れ
た
東
寺
の
灌
頂
と
行
道
に
注
目
す
る
。
東
寺
所
蔵
の
絵
巻
『
弘
法
大
師
行
状
絵
』

に
は
東
寺
を
舞
台
と
す
る
灌
頂
に
関
す
る
段
が
あ
り
、
実
恵
か
ら
真
紹
に
授
け
ら
れ
た
灌
頂
に
お
け
る
行
道
お
よ

び
、
灌
頂
の
道
場
に
お
け
る
大
師
影
現
の
場
面
が
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
本
段
に
こ
の
よ
う
な
場
面
が
描
か

れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
東
寺
流
の
発
展
過
程
を
ふ
ま
え
て
考
察
す
る
。 

 

第
三
章
で
は
、
東
寺
長
者
の
拝
堂
儀
礼
に
伴
う
行
列
に
つ
い
て
、
特
に
近
世
の
実
態
に
着
目
す
る
。
東
寺
の
周

辺
を
巡
る
こ
の
行
列
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
真
言
密
教
の
庶
民
化
や
様
々
な
行
列
文
化
の
成
熟
、
東
寺
と
庶
民

と
の
関
係
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
と
と
も
に
、
臨
期
応
変
の
列
の
組
み
替
え
が
し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
て
い

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

 

以
上
の
よ
う
な
流
れ
で
、
真
言
宗
の
行
道
・
行
列
研
究
の
可
能
性
に
目
を
向
け
る
こ
と
と
し
た
い
。 

  
 



研
究
報
告
（
午
後
）〈
合
同
〉
② 

 

ク
チ
ャ
の
石
窟
寺
院
に
見
ら
れ
る
「
涅
槃
空
間
」
の
再
考 

―

「
聖
地
の
再
生
産
」
の
観
点
か
ら―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
洋
大
学 

檜
山 

智
美 

 
 

 

か
つ
て
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
東
西
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
亀
茲
（
ク
チ
ャ
）
国
で
は
、
多
く
の
仏
教
寺
院
、
特

に
石
窟
寺
院
が
造
営
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
仏
涅
槃
を
題
材
と
し
た
塑
像
や
壁
画
が

盛
ん
に
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
中
心
柱
窟
の
主
室
後
廊
部
に
は
、
涅
槃
仏
像
を
中
心
と

し
て
、
涅
槃
関
連
の
説
話
や
モ
チ
ー
フ
が
集
中
的
に
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
先
行
研
究
に
お
い
て
「
涅

槃
空
間
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
図
像
内
容
や
典
拠
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
緻
密
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

き
た
。 

し
か
し
、
な
ぜ
こ
の
地
に
「
涅
槃
空
間
」
を
有
す
る
石
窟
寺
院
が
八
〇
窟
以
上
も
造
営
さ
れ
た
の
か
、
そ
の

根
本
的
な
動
機
と
歴
史
背
景
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。 



本
発
表
で
は
、
ク
チ
ャ
語
（
ト
カ
ラ
語
Ｂ
）
文
献
の
研
究
分
野
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
、
ク
チ
ャ
の
仏

教
徒
た
ち
に
よ
る
「
ク
チ
ャ
」
と
「
ク
シ
ナ
ガ
ラ
」
の
意
図
的
な
関
連
付
け
に
関
す
る
議
論
を
参
照
し
つ
つ
、

ク
チ
ャ
の
仏
教
石
窟
寺
院
の
空
間
構
成
と
図
像
配
置
を
新
た
な
視
点
か
ら
検
討
す
る
。
特
に
石
窟
内
に
お
け
る

説
話
図
及
び
人
物
像
の
法
量
の
差
異
と
、
石
窟
の
礼
拝
者
た
ち
の
「
視
覚
的
体
験
」
に
着
目
し
た
分
析
を
行

う
。
ま
た
、
イ
ン
ド
仏
教
の
聖
地
を
、
イ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
仏
教
的
世
界
観
の
「
周
縁
部
」
に
再
現
し
よ
う

と
す
る
試
み
は
、
ア
ジ
ア
仏
教
圏
の
各
地
で
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、
西
域
に
お
け
る
「
聖
地
の
再
生
産
」

の
問
題
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
。 

「
涅
槃
空
間
」
が
設
け
ら
れ
た
石
窟
寺
院
は
、
い
ず
れ
もV

ig
n

a
to

/H
iy

a
m

a
 (

二
〇
二
二)

に
よ
れ
ば
「
伝
統

Ｂ
」
期
、
す
な
わ
ち
ク
チ
ャ
の
後
期
の
説
一
切
有
部
系
僧
院
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
イ
ン
ド
の

グ
プ
タ
朝
期
と
重
な
る
時
期
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ク
チ
ャ
の
涅
槃
美
術
の
特
徴
を
、
イ
ン
ド
に
お
け

る
涅
槃
仏
像
の
展
開
や
、
グ
プ
タ
朝
期
に
お
け
る
聖
地
表
象
の
隆
盛
と
も
関
連
付
け
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ク
チ
ャ
の
後
期
の
説
一
切
有
部
僧
団
が
重
視
し
て
い
た
「
涅
槃
空
間
」
の
仏
教
史
的
意
義
を
新
た
に
捉
え

直
す
こ
と
を
試
み
た
い
。 
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村
上
勘
兵
衛
文
書
に
見
る
仏
書
出
版
の
諸
相 

 

京
都
先
端
科
学
大
学 

金
子 

貴
昭 

 
 

 

元
和
年
刊
（
一
六
一
五
～
一
六
二
三
）
の
創
業
以
来
、
近
代
ま
で
出
版
活
動
を
行
っ
た
京
都
の
板
元
に
、
村

上
勘
兵
衛
が
い
る
。
村
上
の
出
版
書
は
諸
分
野
に
わ
た
る
が
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
一
二
月
に
、
武
村
市

兵
衛
、
山
本
平
左
衛
門
、
八
尾
甚
四
郎
と
四
軒
仲
間
を
結
成
し
、
藤
田
了
竹
か
ら
一
〇
四
点
の
板
木
を
買
収
し

て
以
降
、
法
華
宗
門
堂
を
名
乗
り
、
日
蓮
宗
書
を
中
心
と
す
る
仏
書
の
出
版
活
動
を
メ
イ
ン
と
し
た
。 

村
上
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
か
ら
『
太
政
官
日
誌
』
の
発
行
を
政
府
か
ら
引
き
受
け
た
他
、
明
治
二

年
（
一
八
六
九
）
に
は
京
都
第
一
書
籍
商
社
の
肝
煎
を
務
め
、
さ
ら
に
は
新
聞
印
刷
に
も
事
業
展
開
す
る
な

ど
、
近
世
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
出
版
界
に
重
要
な
位
置
を
占
め
続
け
た
。
そ
の
後
、
井
上
治
作
に
事
業
を
譲

渡
し
た
村
上
は
、
東
京
に
移
っ
て
い
る
。 

板
元
の
出
版
活
動
に
伴
い
、
種
々
の
出
版
記
録
が
発
生
す
る
。
村
上
が
残
し
た
出
版
記
録
の
一
部
は
、
蒔
田

稲
城
『
京
阪
書
籍
商
史
』（
一
九
二
九
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
他
、
当
時
の
当
主
で
あ
っ
た
村
上
盛
信
の
談
話
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
冠
賢
一
『
近
世
日
蓮
宗
出
版
史
研
究
』（
一
九
八
三
）
も
、
当
時
「
東
京
村
上
家
」



に
あ
っ
た
村
上
家
の
文
書
を
利
用
し
、
日
蓮
宗
書
出
版
に
お
け
る
板
元
・
村
上
勘
兵
衛
の
位
置
づ
け
を
行
っ
て

い
る
な
ど
、
出
版
研
究
の
重
要
資
料
と
し
て
参
照
さ
れ
て
き
た
。
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
「
村
上
家
文

書
目
録
」
は
、
後
者
に
伴
っ
て
編
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
書
状
之
部
」
に
は
、
村
上
家
関
係
一
五
件
、
板

木
譲
渡
一
四
七
件
、
蔵
版
支
配
二
七
件
、
開
板
七
四
件
、
添
状
三
四
件
、
板
賃
約
定
五
件
、
本
屋
板
行
定
一
三

件
、
金
子
証
文
一
六
六
件
、
奉
公
人
請
状
他
一
九
件
、
書
状
二
七
件
、
家
屋
敷
譲
状
一
六
件
、
そ
の
他
一
一
件

の
よ
う
に
、
村
上
家
に
関
わ
る
記
録
、
板
元
と
し
て
の
活
動
、
仲
間
に
関
す
る
資
料
な
ど
、
諸
記
録
が
幅
広
く

記
載
さ
れ
て
い
る
。 

現
在
、
村
上
家
文
書
は
、
京
都
に
お
い
て
個
人
の
所
蔵
に
帰
し
て
い
る
が
、
上
述
の
目
録
と
現
存
す
る
文
書

と
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
目
録
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
文
書
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、
目
録
を
超
え
る
規
模

の
記
録
が
現
存
す
る
。
本
発
表
で
は
、
村
上
家
文
書
か
ら
い
く
つ
か
の
記
録
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仏
書

出
版
の
諸
相
を
た
ず
ね
る
。 
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仏
塔
に
お
け
る
「
古
典
」
意
識 

―

遼
金
塔
に
み
る
模
す
べ
き
塔
の
あ
り
か
た―

 
 

金
沢
大
学 

水
野 

さ
や 

  

本
報
告
に
お
け
る
仏
塔
の
「
古
典
」
意
識
と
は
、
既
存
の
あ
る
塔
を
「
模
す
べ
き
対
象
」
と
認
識
し
、
特
定

の
目
的
を
も
っ
て
そ
れ
に
似
せ
た
塔
が
新
た
に
建
立
さ
れ
る
構
図
、
そ
れ
に
よ
り
期
待
さ
れ
た
機
能
の
こ
と
を

指
す
。
例
え
ば
、
遼
寧
省
朝
陽
市
の
方
形
多
層
密
檐
式
塼
塔
（
朝
陽
北
塔
、
朝
陽
南
塔
、
鳳
凰
山
の
大
宝
塔
と

雲
接
寺
塔
、
青
峰
塔
）
は
、
朝
陽
北
塔
が
隋
・
文
帝
の
第
二
回
起
塔
事
業
に
よ
る
営
州
梵
幢
寺
塔
に
由
来
す
る

た
め
、
こ
の
塔
の
姿
に
正
統
性
を
見
出
し
た
遼
代
の
こ
の
地
の
人
々
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
て
き
た
と
い
う
指
摘

が
あ
る
が
、
こ
こ
で
用
い
る
「
古
典
」
意
識
は
こ
れ
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。 

第
一
層
塔
身
に
鳥
獣
座
に
坐
す
宝
冠
如
来
形
像
四
軀
と
八
大
霊
塔
な
ど
を
表
し
、
天
宮
・
地
宮
よ
り
多
く
の

経
典
類
を
含
む
納
入
品
が
発
見
さ
れ
た
朝
陽
北
塔
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
言
及
が
あ
る
。
本
報
告
は
こ
れ
ら
先

行
研
究
の
指
摘
を
も
と
に
、
さ
ら
な
る
推
察
を
試
み
た
い
。
ま
ず
、
仁
寿
舎
利
塔
ゆ
か
り
の
仏
塔
再
建
の
他



例
、
朝
陽
地
区
の
方
形
多
層
密
檐
式
十
三
層
塼
塔
の
推
移
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
。
そ
の
際
、
慶
州
・
浄
恵
寺

址
十
三
層
石
塔
な
ど
の
統
一
新
羅
、
渤
海
や
高
麗
の
石
塔
も
視
野
に
入
れ
、
一
然
撰
『
三
国
遺
事
』
記
載
の
迦

葉
仏
宴
座
石
、
皇
龍
寺
丈
六
如
来
立
像
な
ど
、
迦
葉
仏
と
阿
育
王
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
自
国
仏
教
の
正

統
性
を
自
認
す
る
構
図
の
存
在
に
も
注
意
す
る
。
仁
寿
舎
利
塔
事
業
に
お
い
て
文
帝
が
意
識
し
た
阿
育
王
に
連

な
る
「
仏
教
王
と
し
て
の
正
統
観
」、
朝
陽
北
塔
地
宮
の
石
経
幢
や
義
県
・
奉
国
寺
大
雄
宝
殿
塑
造
七
仏
坐
像
よ

り
遼
に
お
け
る
過
去
仏
信
仰
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
加
え
て
阿
育
王
に
直
接
な
ぞ

ら
え
よ
う
と
す
る
構
図
も
想
定
し
た
い
。 

阿
育
王
塔
そ
の
も
の
、
仁
寿
舎
利
塔
そ
の
も
の
の
現
存
例
が
ほ
ぼ
皆
無
な
現
状
に
お
い
て
は
、
そ
の
「
か
た

ち
」
に
関
す
る
言
及
は
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
脱
し
得
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
塔
の
あ
り
よ
う
を
端
的
に
顕

在
化
し
た
も
の
が
目
視
で
き
る
「
か
た
ち
」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
塔
の
形
状
と
外
壁
浮
彫
か
ら
導
き

出
す
つ
な
が
り
に
も
、
遼
金
塔
の
あ
り
か
た
を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
手
掛
か
り
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 


